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　現在、私は埼玉県の児童相談所で児童福祉
司として勤務しております。
　昨今、児童虐待のニュースが繰り返し報道さ
れ、その中で児童相談所の名前を度々耳にされ
る方も多いと思います。
　児童相談所の業務は、児童福祉法で0歳から
18歳未満の児童を対象に、児童に関する様々な
問題について、①家庭や学校などからの相談に
応じること。②児童及びその家庭につき、必要
な調査並びに医学的、心理学的、教育学的、社
会学的及び精神保健上の判定を行う。③児童
及びその保護者につき、前号の調査又は判定に
基づいて必要な指導を行なうこと。④児童の一
時保護を行う。と規定されています。
　また取り扱う相談についても多様であり、養
護相談（父母の家出、死亡、離婚、入院などに
よる養育困難、被虐待児）、保健相談（未熟児、
虚弱児、小児喘息）、心身障害相談（障害児、発
達障害、重度の心身障害）、非行相談（虚言、家
出、浪費癖、性的な逸脱、触法行為）、育成相談
（性格や行動、不登校）などさまざまな相談があ
ります。
　私の仕事は地区担当のケースワーカーとして、
虐待の通告が児童相談所に入った場合に、家庭
訪問の実施や、来所を促し、問題解決や児童の
安全の確保を行うことが主な業務です。保護者
から話を聞く機会や、実際に子どもに会う場面
が多くあります。相談の始まりは「この辺りで子
どもの泣き声がした」というような小さな情報か
らであることも多く、そこから児童の状態、その
背景にある問題を把握する必要があります。
　虐待の背景には、経済的基盤の脆弱さ、保護
者の子育てに対するストレスの高さや、精神疾
患、ソーシャルサポートの不足、児童の発達障害
等さまざなな要因があり、また問題は一つではな
く、複合的な問題を抱えている場合がほとんど
です。私はそういった問題の対処のために健康
心理学で用いられる実践の一つであるプリシー

ド・プロシードモデルが児童福祉の分野におい
て有効な実践モデルであると考えています。虐
待が起こる状況というのは保護者と児童にとっ
ていわば“不健康”な状態であり、複合的な問題
を抱えていることから、情報の収集能力と問題
を整理する客観的なアセスメント力が必要です。
プリシード・プロシードモデルはアセスメントに
よる評価が重要視されており、虐待の現場にお
いて大いに生かすことのできる実践モデルであ
ると考えます。また、虐待から児童を守るために
は地域での連携やサポートが不可欠です。保護
者や児童の支援には行政機関の支援のみでは
限界があり、地域で子育てする家庭を見守り、支
援するサービスや取り組みが求められています。
　今後、健康心理学を学んだ経験を生かして児
童福祉の現場でプリシード・プロシードモデル
を生かした実践を行い、貢献していきたいと思
います。
　また、児童福祉の現場は、従事する職員のケ
アについても重要な課題です。近年、児童相談
所への虐待通告は増加しており、非常に激務で
ストレスフルな現場でもあります。職員のメンタ
ルヘルスの側面でも貢献できればと思います。

埼玉県越谷児童相談所　今井有里紗
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〈児童福祉の現場で生かす健康心理学〉

▲	相談所窓口。子ども達の笑顔が増えますように
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新入会員の募集　─多くの方にお勧めください─

　日本健康心理学会は、現在約2,300名の会員から構成され、毎月さまざまな方から
入会のお申し込みをいただいております。当学会は専門の研究者─心理学、医学、教育
学、社会福祉学、看護学、栄養学、体育学、公衆衛生学、生物学などの領域─はもちろ
ん、健康心理学、心と体の健康問題に関係のある仕事をしている方々でも入会できます。
企業の方々や小中高校の先生方なども入会しておられます。
　入会されますと、年次大会（年一回）、セミナー、研究集会への参加ができ、ニューズレ
ター「ヘルス・サイコロジスト」が送付され学会機関誌「健康心理学研究」（電子版）が閲
覧できます。入会金3,000円、年会費7,000円です。
　入会ご希望の方は左記のホームページをご覧ください。
【機関誌の原稿募集中】
 『健康心理学研究』の原稿（和文・英文）を随時募集しています。左記住所「日本健康心
理学会本部事務局機関誌編集委員会」担当・高橋尚子までご送付ください。
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　昨年3月に新理事会が誕生して以来、私と岸
太一事務次長で学会の事務局を担当してきまし
た。この1年の間には、田中理事長はじめ多くの
方々から援助していただきました。実を言うと、
この裏方に徹する仕事は、いたずら小僧的（ちょ
い悪オヤジ的）な研究活動を指向してきた私に
とって、まさに適性の疑わしさも重なって、実に
慣れないことばかりでした。学会の仕事は、まさ
に自分の研究時間を脅かすボランティア仕事で
しかないと感じ、物事をストレートフォワードで
しか考えられない私にとって、初期の段階で投
げ出したくなることもたびたびありました。

　なぜ続けてこられたのでしょうか。もちろん、
多くの方々の支えもあります。しかし、きっと自分
のアイデンティティに理由があるのかなと思いま
す。25年前に発足した本学会は、先日亡くなら
れた本明先生を中心にして、当時、新しい学問を
探求していこうという意欲に溢れた学会として新
鮮に見えたものでした。その後、この分野の先
達によって、新しい学問としての発展を目指して
試行錯誤が繰り返されてきたと思います。しか
し、残念ながら、欧米の健康心理学と比べると、
わが国の健康心理学は、内容的にも企画的にも
見劣りしてしまうという事実は否めません。社会

の人々に健康心理学がおもしろい学問と思って
もらえていない、そこが健康心理学を専門とする
私には歯がゆい思いをしていました。どちらかと
いうと心理学の学際的領域である健康心理学
の実用性や独自性の開拓、また健康心理学会
をおもしろい学会にしたい、そういう思いは私だ
けでなく、現在の執行部全員が持っている共通
の思いであり、限られた期間ではありますが、裏
方の仕事を行っていく原動力になっているので
しょう。
　さて、本学会の会期は、社団法人化に伴って、
7月始まり6月末で年度が終わります。他学会の
会期が4月始まりのために、会員の皆様は若干
の混乱があるかもしれません。2013年2月18日
現在のところ、2012年度会費納入率は73.5%で
す。今後、会費納入率を上げためには、現在、意
識して行っている学会の魅力づくりをさらに推進
し、会員の皆さんに費用対効果を実感してもら
う必要があります。その一方で、学会の魅力を先
鋭化、拡大化、多様化し、新規会員を増やすこと
も視野にいれて活動すべきです。皆様には、学
会の発展のために、新しく新設された研究部会
などの活動や他の活動に積極的に関わっていた
だければ幸いです。

事務局長：早稲田大学
人間科学学術院

竹中晃二
事務局長を1年間やってみて

日本健康心理学会第26回大会のホームページをご覧ください


